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Research Abstract

1.ラットで実験的に作製した腫瘍性結節(NN)と肝細胞癌(HCC)について網内系造影剤であるフェライト粒子を用いMRIの信号強度に及ぼす影響について検討した。

2.0.06% 3'ーmethy1ー4ーdimethylamino azobenzene混合飼料を6週間投与後、通常食に切り換えるとともに四塩化炭素2cc/kgとオリ-ブオイルの等量混合物を週2回
13週皮下注射し以後無処置で飼育したウィスタ-系ラット12匹を用いた。MRI装置はGE社製Signa systemを用い、パルス系列としてSE500/20、SE2500/25、
SE2500/80、SE800/20、SE800/40(いずれもスライス厚5mm、スライスギャップ1.5mm、マトリックス256×128、励起回数4回)を使用し、フェライト粒子(BioMag
4125)15μmol Fe/kgの静脈内投与前、投与1時間後の撮像を行った。全146結節のうち径5mm以上のHCC25結節、NN14結節について各パルス系列でのS/N比、C/N比、
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T2値を求め比較した。

3.投与前後間でS/N比を比較するとHCC群ではいずれのパルス系列でも変化がなかったのに対し、NN群ではSE500/20を除くすべてのパルス系列で投与後有意に低下し
た。両群間のS/N比を比較すると投与前にはSE2500/80でのみでNN群が有意に低かったのに対し投与後はSE2500/25、SE800/40でも有意差がみられた。C/N比について
もほぼ同様の結果で投与後SE800/20を除くすべてのパルス系列両群間に有意差がみられた。T2値はHCC群に比べNN群では投与前後ともに有意に低く、NN群ではT2短縮
が見られたのに対しHCC群では変化がなかった。

4.フェライト粒子投与によりNNでは、S/N比の低下、T2値の短縮がみられ、HCCと比しC/N比の上昇程度が低く両者の鑑別に有用であった。人における肝細胞癌および腺
腫様過形成を含めた肝癌類似病変との悪性度評価の一手段として有用性が期待できるものと思われる。
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